
 

 

   広島県後期高齢者医療広域連合情報公開条例施行規則 

                          平成１９年３月２８日 

                              規則第１６号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、広島県後期高齢者医療広域連合情報公開条例（平成１９年

広島県後期高齢者医療広域連合条例第１８号。以下「条例」という。）の施行に

関し必要な事項を定めるものとする。 

（開示請求書の記載事項） 

第２条 条例第６条第１項第３号の規則で定める事項は、希望する開示の実施方

法とする。 

（第三者保護に関する手続） 

第３条 条例第１６条第１項及び第２項の規則で定める事項は、次に掲げる事項

とする。 

(1) 開示請求年月日 

(2) 開示請求に係る行政文書に記録されている当該第三者に関する情報の内容 

(3) 意見を求める理由 

(4) 意見書の提出先及び提出期限 

（電磁的記録の開示方法） 

第４条 条例第１７条の規則で定める方法は、次の各号に掲げる電磁的記録の区

分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。ただし、第１号及び第２号アの規

定の適用は、全部を公開できるものに限る。 

(1) 原本である録音テープ及びビデオテープ 当該録音テープ及びビデオテー

プを専用機器により再生したものの視聴又はこれらを録音テープ若しくはビ

デオテープに複写したものの交付 

(2) 前号に掲げるもの以外の原本である電磁的記録  

ア 当該電磁的記録を専用機器に再生したものの閲覧若しくは視聴又は当該

電磁的記録をフロッピーディスク、光ディスクその他の電磁的記録媒体に

複写したものの交付 

イ 当該電磁的記録を専用機器により用紙に出力したものの閲覧又は写しの

交付 

（行政文書の写しの作成及び送付に要する費用等） 

第５条 条例第１９条第２項に規定する写しの作成に要する費用の額は、別表に

定めるとおりとする。 

２ 条例第１９条第２項に規定する写しの送付に要する費用の額は、当該写しの



 

 

送付に要する郵便料金相当額とする。 

３ 条例第１９条第２項に規定する費用は、写しの交付を受けるときまでに納付

しなければならない。 

４ 行政文書の写しの交付部数は、請求１件につき１部とする。 

（実施状況の公表） 

第６条 条例第２６条に規定する公表は、開示請求等の件数その他必要な事項を

広島県後期高齢者医療広域連合の掲示場に掲示して行うものとする。 

（補則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３０年６月１２日規則第６号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

 



 

 

別表（第５条関係） 

行政文書

の種類 
写しの作成の方法 金  額 

１ 文書、

図画 
複写機による写し 

（単色刷り） １枚につき  １０円 

（多色刷り） １枚につき  ２０円 

２ 電磁的

記録 

 

(１) 用紙に印刷したも

の 

（単色刷り） １枚につき  １０円 

（多色刷り） １枚につき  ２０円 

(２) 光ディスクに複写したもの １枚につき １００円 

備考 

１ １の項及び２の項の(１)については、日本工業規格Ａ列３番まで

の用紙を用いるものとし、これを超える規格の用紙を用いたときの

写しの枚数は、日本工業規格Ａ列３番による用紙を用いた場合の枚

数に換算して算定する。 

２ 用紙の両面に印刷された文書、図画等については、片面を１枚と

して算定する。 

３ この表に掲げるもの以外の写しの作成に要する費用の額は、実費

を算定して定める額とする。 


